
▼
話
し
合
い
の
結
果
▲
（
＊
板
書
）

Ａ
班
…
…
…

Ｂ
班
…
…
…

Ｃ
班
…
…
…

▼
各
班
の
話
し
合
い
の
結
果
に
対
す
る
疑
問
▲
（
＊
疑
問
点
の
み
簡
単
に
板

書
。
後
、
口
頭
で
説
明
。）

Ａ
班
の
、
…
…
…
と
い
う
意
見
は
、
何
を
根
拠
に
し
て
い
ま
す
か
。

Ｂ
班
の
、
…
…
…
は
、
当
時
の
風
潮
を
表
現
す
る
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Ｃ
班
…
…
…

▼
各
班
、
検
討
の
上
、
返
答
▲
（
＊
口
頭
で
発
表
）

Ａ
班
、
…
…
…
と
い
う
意
見
は
、
…
…
…
を
根
拠
に
し
て
考
え
、
話
し

合
い
ま
し
た
。

Ｂ
班
、
…
…
…
と
い
う
言
葉
は
、
当
時
の
風
潮
を
表
し
て
い
る
と
考
え

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
資
料
集
で
確
認
し
ま
し
、
そ
れ
を
根
拠

と
し
ま
し
た
。

Ｃ
班
…
…
…

▼
ま
と
め
・
再
検
討
の
結
果
を
発
表
▲
（
＊
口
頭
）

Ａ
班
…
…
…

Ｂ
班
…
…
…

Ｃ
班
…
…
…

《
板
書
例
》

▼
話
し
合
う
ポ
イ
ン
ト
▲

①�

共
感
を
得
る
た
め
の
説
得
に
、
六
国
の
諸
侯
た
ち
が
持
つ
気
持
ち
を

利
用
し
た
と
こ
ろ
に
巧
み
さ
が
あ
る
。

　
─
「
秦
人
恐
喝
─二
諸
侯
一、
求
レ
割
レ
地
。」
よ
り
、
話
し
合
う
。

②
共
感
を
得
る
た
め
の
説
得
に
、
六
国
の
諸
侯
た
ち
が
持
つ

　

当
時
の
気
風
・
風
潮
を
利
用
し
と
こ
ろ
に
巧
み
さ
が
あ
る
。

　
─
「
寧
為
二
鶏
口
一、
無
レ
為
二
牛
後
一
」
よ
り
、
話
し
合
う
。

▼
蘇
秦
の
説
得
の
ポ
イ
ン
ト
の
再
確
認
▲

①
六
国
の
諸
侯
た
ち
が
共
感
し
た
言
葉

・「
幷
レ
力
西
向
、
秦
必
破
矣
。」

　
─
秦
に
対
抗
し
よ
う
。

・「
寧
為
二
鶏
口
一、
無
レ
為
二
牛
後
一。」

　
─
小
国
の
君
主
と
な
っ
て
も
よ
い
が
、
大
国
の
臣
下
に
な
る
な
。

（
自
尊
心
・
独
立
心
・
名
誉
心
）

②
蘇
秦
の
巧
み
な
説
得
の
結
果
？

　
「
於
レ
是
六
国
従
合
。」

■
蘇
秦
の
説
得
の
巧
み
さ
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

（
言
語
活
動
）
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《
板
書
例
》

▼
句
形
▲

　

寧4

為
二
鶏
口
一、
無●

レ
為
二
牛
後
一。

　

・「
寧ロ
～ト

モ
　

無カ
レレ
…
」（
選
択
形
）

　

・「
む
し
ロ
～
ト
モ
…
な
カ
レ
」
と
読
み
、

　
　
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
～
し
て
も
…
す
る
な
」
の
意
。

　
　

二
つ
の
こ
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
一
つ
を
選
ぶ
。
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